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技術の特徴
・消費者の農産物（食品）の購入・調理・食事データ（食行動データ）をWeb上で収集するとともに、
定量データ分析及び定性データ分析を行うシステムである。農産物消費の特徴の把握や消費拡
大方法の提案などに活用できる。

研究の内容

［データ収集システム］
消費者モニターは、家族構成等の基本登録の後、買い物（購入先、価格等商品属性、選択理由等）
と食事（メニュー、使用食材、メニュー選択理由等）の内容を入力する（図）。購入食材は在庫登録さ
れ、食事ごとに使用食材を入力すると在庫量も減少するため、食材の利用過程がわかる。
［分析システム］
定量データ分析システムでは、消費者属性や購買・食事データから分析したい項目を選択し、マイ
クロソフト社エクセルのピボット機能によりクロス集計等の基礎集計を行う。定性データ分析システ
ムでは、食品の購買理由やメニュー選択理由などの文章データを形態素へ分解するとともにキー
ワードの抽出・二値化を行い、キーワードの出現頻度等の基礎集計を行う。また、いずれの分析シ
ステムでもデータセット（CSV形式）が作成され、高度な分析（多変量解析）に利用できる。

今後の展開
・農産物の食行動（購買・調理・摂取）に影響を与えている要因の解明
・他のマーケティングリサーチ手法との組み合わせによる技術開発方向及び商品開発方向の提示
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